
　

田
所
氏
が
在ざ

い

庁
ち
ょ
う

官か

ん

人じ

ん

と
な
る

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
広
島

大
学
松
岡
久
人
教
授
「
田
所
文

書
」
『
安
芸
府
中
の
文
化
』
（
第
４

集　

１
９
７
０
）
に
ま
と
ま
っ
た

も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
引
用

す
る
と
、
「
田
所
家
の
本ほ

ん

姓せ

い

は
佐

伯
氏
で
、
も
と
今
日
の
五
日
市
町

三
宅
に
住
ん
で
い
た
が
、
平
安
中

期
の
こ
ろ
資す

け

隆た

か

の
時
代
に
当
時
の

国
府
所
在
地
た
る
府
中
に
移
住
し

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
平
安
中

期
は
国こ

く

衙が

の
行
政
機
構
の
再
編
が

あ
っ
た
こ
ろ
で
、
中
央
か
ら
の
国

司
が
任
国
に
赴
任
し
な
い
風
習
が

生
じ
、
国
守
の
代
官
た
る
目も

く

代だ

い

の

指
揮
下
で
現
地
豪
族
た
ち
が
国
衙

の
政
務
を
分
掌
す
る
体
制
（
留る

守す

所
ど
こ
ろ

）
が
組
織
さ
れ
た
。
国
衙
の
部

局
を
当
時
の
名
称
で
所
と
称
し

た
。
そ
の
一
つ
に
田
地
関
係
の
書

類
を
管
掌
す
る
田
所
が
あ
っ
た
。

田
所
家
の
先
祖
は
こ
の
田
所
の
職

に
あ
っ
た
た
め
、
田
所
を
苗
字
と

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
田
所

を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
初
見
は
康
和

四
年
（
１
１
０
２
）
資
隆
の
四
代

後
と
さ
れ
る
兼
信
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
以
後
も
自
ら
は
公
文
書
上

で
は
、
三み

善よ

し

・
藤
原
・
平
な
ど
の

氏
を
称
し
て
い
る
。
田
所
の
苗
字

は
通
称
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

田
所
家
は
中
世
に
お
い
て
も
、

存
続
し
た
国
衙
に
お
い
て
大
き
な

実
勢
力
を
有
し
た
こ
と
は
、
後
述

す
る
文
書
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
が
、
近
世

に
お
い
て
も
高
い

格
式
を
保
持
し
た
。

安
芸
国
一

い
ち
の
み
や宮

と
し

て
国
衙
と
深
い
つ

な
が
り
を
有
し
た

厳
島
神
社
は
、
近

世
に
お
い
て
も
伝

統
を
持
続
し
て
い

た
が
、
田
所
家
は

厳
島
神
社
の
上

し
ょ
う

卿け

い

の
職
に
あ
り
、
春

秋
の
大
祭
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
。
」

　

佐
伯
氏
は
、
佐

伯
郡
の
郡ぐ

ん

司じ

と
し

て
此
の
地
域
に
勢
力
を
誇
り
、
一

族
の
主
だ
っ
た
も
の
は
厳
島
神
社

の
神
官
と
し
て
仕
え
た
。
十
世
紀

初
頭
の
こ
ろ
、
こ
の
佐
伯
氏
の
本

流
か
ら
分
れ
て
安
芸
国
の
国
府
の

あ
る
府
中
に
移
り
住
み
、
在
庁

官
人
と
な
っ
た
一
派
が
田
所
氏

で
あ
っ
た
。
田
所
氏
が
厳
島
上

卿
職
と
な
っ
た
の
は
至し

徳と

く

四
年

（
１
３
８
７
）
で
、
以
後
明
治
維

新
で
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田　

禎
昭

〔
第
95
回
〕　

国こ
く

庁ち
ょ
う

屋や

敷し
き

跡あ
と･

田た

所ど
こ
ろ

明み
ょ
う

神じ
ん

社じ
ゃ･

田た

所ど
こ
ろ

文も
ん

書じ
ょ

そ
の
四

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

庭木を剪定したら

　10月は衣替えのシーズンで、有価物(衣類)が多く出ます
ので、次のことに注意してください。
◆雨に濡れるとカビが発生しやすくなり、再利用できなく
　なりますので、袋の口をしっかりと閉めるか、天気の良い
　日に出してください。
◆次のものは有価物(衣類)ではありませんので、それぞれ
　当てはまるごみの種類の日に出してください。
　「布団・毛布・座布団」は大型ごみ、「クッション・枕・ぬいぐるみ」
　は普通ごみ(30㎝以上は大型ごみ)、「靴下・手袋・布製カバン」は
　普通ごみです。

午前8時30分までにごみステーションに出してください。

10／10
(月／祝)

北部 普通ごみ(月・木曜日収集地区)

南部

有価物（月曜日収集地区)
新聞・雑誌、ダンボール、衣類、ビン・
缶・金属類
大型ごみ(浜田一丁目、八幡四丁目)

11／3
(木／祝)

北部 普通ごみ(月・木曜日収集地区)

南部
埋立･有害ごみ(第1回目木曜日収集地区)
ペットボトル・紙パック・白色トレイ　
（第1回目・第3回目木曜日収集地区）

※環境センターへのごみの持ち込みは、受け付けていません。

　剪定した枝は50㎝以下に切って30㎝以下に束ね、
小さな枝・草や葉は中身の見える袋に入れて、それぞ
れ普通ごみに出してください。(一度に2束・2袋まで)

有価物(衣類)の出し方に注意！

旧焼却施設解体工事期間中のごみの持ち込み
　平成23年7月〜平成24年3月までの間、解体工事を行ってい
ますが、環境センターへのごみの持ち込みは、通常通り受け付
けています。(環境センターはなくなりません)なお、工事期間
中は、環境センター内の通行可能な範囲が狭く、受付に時間が
かかるなど、ご迷惑をおかけしますが、安全確保とスムーズな
受付に務めますので、ご理解とご協力をお願いします。

田所明神社

広報ふちゅう 23. 10. １ 22


